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●今年度新たに創設された地域生産基盤保全強化支援事業の
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●令和７年度事業「計画どおりの実施状況」を確認
　十勝支部長に飯田理事（幕別町長）を任命
第３回理事会   ❾

●令和８年度国費予算で農業生産基盤の整備等の
　推進に必要な予算総額の確保等を要請
関係省庁、道選出国会議員等に   10

●令和８年度農業農村整備予算の確保へ「農業農村整備の集い」
農林水産大臣はじめ国会議員が臨席
全国から約1,200名の土地改良関係者が総意結集   12

●令和８年度北海道農業農村整備事業国費予算
７年度補正と８年度当初で昨年度を上回る予算を確保   14

　日本最東端にある根室市の納沙布岬では、元日の天候に恵まれ、北海道で最も早い初日の出が見られた。
 （写真提供：根室市）

日本最東端の初日の出
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
８
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
道
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

一
部
に
猛
暑
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
農
作

物
全
般
を
通
じ
て
総
じ
て
平
年
並
み
の
出
来

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
生
産

者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

る
も
の
と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
局
地
的
な
大
雨
や
道
内
で
初
め

て
の
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
農
地
・
農
業

用
施
設
に
も
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
気
象
変

動
の
影
響
を
実
感
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
近
年
、
農
村
地
域
の
高
齢
化
や
人

口
減
少
、
自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
加

え
、
世
界
的
な
食
料
情
勢
の
変
化
や
気
象
変

動
な
ど
に
伴
い
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農

村
を
巡
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
昨
年
４
月
に
、
新

た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換

を
集
中
的
に
推
し
進
め
、
食
料
安
全
保
障
の

確
保
や
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
６
月
に
は
、「
第

１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
が
、
９

月
に
は
、
新
た
な
「
土
地
改
良
長
期
計
画
」

が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
生
産
コ
ス
ト

低
減
の
た
め
の
農
地
の
大
区
画
化
や
、
農
村

地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
が
一
層
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
で
専
業
的
な
農
業
が
展
開
さ
れ
、

新
た
な
基
本
計
画
に
お
い
て
我
が
国
の
主
要

穀
物
な
ど
の
主
産
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
北
海
道
の
農
業
・
農
村
が
引
き
続
き
発
展

し
、
国
民
へ
の
食
料
の
安
定
供
給
に
一
層
貢

献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
飛
躍
的
な
生
産
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
や
、
高
品
質
・
高
収
益
な
作
物
の
生
産
拡

大
な
ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の

礎
と
な
る
農
業
農
村
整
備
事
業
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
情

勢
に
的
確
に
対
応
し
、
会
員
で

あ
る
市
町
村
、
土
地
改
良
区
、

農
協
の
３
２
１
団
体
の
共
同
利

益
の
増
進
と
負
託
に
応
え
る
た

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
十
分

に
連
携
を
図
り
、
会
員
に
対
す

る
技
術
援
助
や
国
・
道
に
対
す

る
技
術
協
力
を
は
じ
め
、
農
業

土
木
技
術
者
の
確
保
・
育
成
や

土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
の
強

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

さ
ら
な
る
発
展
の
年
と
な
り
、

ま
た
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
を

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

本
道
農
業
・
農
村
の
発
展
に
向
け
、

　
　
　
　
　

農
業
農
村
整
備
事
業
を
着
実
に
推
進

年

頭

所
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長
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理
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長
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理
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長
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理
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長
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ロ
ロ
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理
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長
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〃
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誠　

一
（
豊

富

町

長
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狩
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蘭
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）
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長
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狩
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別
土
地
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区
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事
長
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〃
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区
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〃
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改
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長
）
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総
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研
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課
長
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〃
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狩
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加　
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
道
政
の
推
進
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
戦
後
80
年
を

迎
え
る
中
、北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
向
け
、

ご
高
齢
と
な
ら
れ
た
元
島
民
の
方
々
の
切
実

な
思
い
に
寄
り
添
い
、
全
て
の
府
省
と
都
府

県
の
ご
協
力
を
得
て
全
国
で
署
名
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
今
後
も
粘
り
強
く
取
組
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
引
く
物
価
高
に
よ
り
、
道
民
の

皆
様
の
生
活
や
事
業
者
の
方
々
の
経
営
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
累
次
の
経
済

対
策
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
必

要
な
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
様
々
な
環
境
変
化
で
生
じ
る

課
題
や
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た
年

で
し
た
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
地
震

を
踏
ま
え
た
津
波
避
難
対
策
や
、
青
森
県
東

方
沖
の
地
震
と
そ
の
後
初
め
て
発
表
さ
れ
た

北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
へ
の

対
応
、
道
警
察
や
自
衛
隊
と
の
連
携
な
ど
に

よ
る
ヒ
グ
マ
対
策
の
強
化
、
養
鶏
場
で
の
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫
措
置
に

取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
諸
外
国
の
政
策
変
更
に

よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
に
も
対
応
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
た
に
制
定
し
た
北
海
道
こ
ど

も
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
社
会
全
体
で
子
育

て
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
持
続
可

能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

泊
発
電
所
３
号
機
に
つ
い
て
は
、
道
民
の

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
声
、
関
係
自
治
体
の

ご
判
断
や
ご
意
見
、
そ
し
て
道
議
会
で
の
ご

議
論
を
踏
ま
え
、
熟
慮
を
重
ね
、
再
稼
働
に

同
意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
原
発
の
安
全

の
追
求
に
は
終
わ
り
は
な
い
と
の
認
識
の
も

と
、
安
全
対
策
な
ど
を
国
や
北
電
に
申
し
入

れ
、
道
と
し
て
防
災
対
策
に
一
層
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
千
歳
空
港
の
旅
客
数
が
開
港
以

来
最
多
と
な
る
な
ど
観
光
需
要
が
回
復
し
て

き
て
い
る
中
、
北
海
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
が
大
改
修
を
終
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
か
月
で

10
万
人
以
上
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
北
海
道
の
歴
史
・
文
化
や

観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
愛
さ
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
２
０
０
名
超
の

食
料
供
給
地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

北
海
道
の
「
食
」
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

北
海
道
知
事　

鈴　

木　

直　

道

踊
り
手
に
よ
る
ア
イ
ヌ
舞
踊
が
世
界
の
方
々

に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、大
盛
況
と
な
っ

た
全
国
菓
子
博
（
旭
川
）
や
、
初
開
催
の
北

海
道
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
（
小
樽
）、
秋

の
大
収
穫
祭
（
札
幌
）
を
通
し
て
生
産
者
と

消
費
者
が
つ
な
が
り
、
本
道
の
食
の
豊
か
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
‐
Ｄ
Ｘ
産
業
の
集
積
へ
の
動

き
も
急
速
に
進
み
、
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
次
世
代

半
導
体
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

ラ
イ
ン
が
稼
働
し
、
３
か
月
後
に
は
メ
イ
ド

イ
ン
北
海
道
の
基
幹
部
品
の
試
作
に
成
功
し

ま
し
た
。
ア
ジ
ア
最
大
級
の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
が
着
工
し
、
本
道
に
陸
揚
げ
拠
点
を

新
設
す
る
国
際
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
事
業
が

国
の
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
、
松
前
沖
と
檜

山
沖
が
道
内
初
の
洋
上
風
力
発
電
の
促
進
区

域
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
挑
戦
が
着
実

に
具
現
化
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
国
は
、
経
済
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
全
保
障
に
対
し
戦
略
的
に
投
資
す
る
方

針
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
分
野
で
我

が
国
を
リ
ー
ド
で
き
る
の
が
、
ま
さ
に
北
海

道
で
す
。
新
し
い
年
は
、
こ
の
追
い
風
を
捉

え
、
北
海
道
の
未
来
へ
の
戦
略
を
描
き
、
本

道
の
存
在
感
を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発
す
る

自
然
災
害
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
か
ら
道
民
の

皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
つ
つ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
先
を

見
据
え
、
地
域
と
の
共
生
を
前
提
と
し
た
良

質
な
投
資
を
呼
び
込
み
、
環
境
と
経
済
の
好

循
環
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
に
立
ち
、
市
町
村
の
特
色
あ
る

取
組
を
支
援
し
、
本
道
が
未
来
に
向
け
て
成

長
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
発
展
に
も
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
決
や
新
た
な
産
業
創
出
に

向
け
て
は
、
半
導
体
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と

い
っ
た
産
業
の
振
興
・
集
積
を
ト
リ
ガ
ー
に
、

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

謹　

賀　

新　

年

石
狩
支
部
長　

大　

滝　

崇　

夫　

（
恵
庭
土
地
改
良
区
理
事
長
）

空
知
支
部
長　

菊　

地　
　
　

博

（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）

上
川
支
部
長　

榎　

本　

好　

男

（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
）

後
志
支
部
長　

金　
　
　

秀　

行

（
蘭
越
町
長
・
蘭
越
土
地
改
良
区
理
事
長
）

檜
山
支
部
長　

伊　

藤　

幸　

作

（
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

渡
島
支
部
長　

河　

村　

康　

英

（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

胆
振
支
部
長　

阿　

部　

修　

一

（
安
平
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

日
高
支
部
長　

大　

鷹　

千　

秋

（
日
高
町
長
・
日
高
門
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

十
勝
支
部
長　

飯　

田　

晴　

義

（
幕

別

町

長
）

釧
路
支
部
長　

德　

永　

哲　

雄

（
弟

子

屈

町

長
）

根
室
支
部
長　

曽　

根　

興　

三

（
別

海

町

長
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
長　

硲　
　
　

一　

寿

（
興

部

町

長
）

宗
谷
支
部
長　

河　

田　

誠　

一

（
豊

富

町

長
）

留
萌
支
部
長　

荒　

木　

俊　

彦

（
オ
ロ
ロ
ン
土
地
改
良
区
理
事
長
）
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令
和
８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
全
国
の
土

地
改
良
事
業
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

に
対
し
、
関
係
各
位
の
格
別
の
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
猛
暑
や
集

中
豪
雨
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響
が
一
段
と

顕
著
と
な
り
、
皆
様
の
地
域
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

豪
雨
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地
域

北
海
道
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
Ａ
Ｉ
の

活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
効
果
を
全
道
に

波
及
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
力
向
上

と
持
続
的
発
展
を
両
立
さ
せ
、
食
料
供
給
地

域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
北

海
道
の「
食
」の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し

ま
す
。ま
た
、４
月
か
ら
導
入
す
る
宿
泊
税
を

有
効
に
活
用
し
、
観
光
の
高
付
加
価
値
化
や

受
入
体
制
の
充
実
強
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

間
も
な
く
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
国
際
社
会
は
、
地
球
規
模
で
頻
発

す
る
異
常
気
象
や
世
界
的
な
物
価
高
騰
な
ど

の
諸
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
我

が
国
の
農
業
・
農
村
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
減
少
に
よ
り
、
農
業
の
継
続
や
そ
れ
を
支

え
る
農
地
や
農
業
用
水
の
保
全
管
理
が
困
難

に
な
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
な
ど
、
農

業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

し
ま
す
。
本
道
ゆ
か
り
の
選
手
の
活
躍
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
と
い
う
挑
戦
の
大
地
で
生
ま
れ
、

成
長
に
向
け
て
灯
し
て
き
た
希
望
の
種
火

を
、
皆
様
と
大
切
に
大
き
く
育
て
、
北
海
道

を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
押
し
上
げ
て
い
く
た

め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
飛

躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
問
題
の
解
決
の
た
め

に
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
や
土
地
改

良
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
土
地
改
良
長
期
計
画
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
争
力
の
あ
る
農
業
を
支
え
る
「
大
区
画

ほ
場
整
備
」や「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
し
た

基
盤
整
備
」、ま
た
、「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

き
め
細
か
な
整
備
」
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
の
干
支
は
「
午
」
で
あ
り
ま
す
が
、

〝
前
進
〞〝
飛
躍
〞
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
地
域
農
業
が
新
た
な
局
面
へ
踏
み
出

す
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予

算
政
府
原
案
に
お
い
て
は
、
農
業
構
造
改

革
を
集
中
的
に
進
め
る
た
め
、
４
５
０
４
億

円
が
計
上
さ
れ
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
を

加
え
る
と
６
９
４
２
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
熱
意
あ
る
要
請
活
動
と
農
林
水
産

省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
御
尽
力
に

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

輝
か
し
い
年
の
初
め
に
当
た
り
、
本
年
も

皆
様
の
地
域
の
農
業
・
農
村
が
活
力
を
得

て
、
一
層
発
展
す
る
よ
う
御
期
待
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
様
々
な
不
安
が
払
拭
さ

れ
、
本
年
が
全
国
の
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年

で
あ
り
、
日
々
健
や
か
に
お
過
ご
し
に
な
ら

れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
大
区
画
ほ
場
整
備
」
な
ど
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

会　

長　

二　

階　

俊　

博

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

謹　

賀　

新　

年

総
務
金
融
委
員
会

委

員

長　

硲　
　
　

一　

寿

（
興

部

町

長
）

副
委
員
長　

河　

村　

康　

英

（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

土
地
改
良
区
委
員
会

委

員

長　

河　

村　

康　

英

（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

副
委
員
長　

榎　

本　

好　

男

（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
）

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

委

員

長　

德　

永　

哲　

雄

（
弟

子

屈

町

長
）

副
委
員
長　

榎　

本　

好　

男

（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

河　

村　

康　

英

（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）

〃

　

飯　

田　

晴　

義

（
幕

別

町

長
）

〃

　

硲　
　
　

一　

寿

（
興

部

町

長
）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
会
員

並
び
に
関
係
の
皆
様
に
は
、
私
の
政
治
活
動

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
戴
し
、
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
現
場
主
義
、
地
域

主
義
に
徹
し
、
農
業
農
村
の
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
農
政
、
国
土
強
靱
化
、

我
が
国
経
済
に
と
っ
て
節
目
の
年
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
法
改
正
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
、
農
業

構
造
転
換
集
中
対
策
の
開
始
、
新
た
な
土
地

改
良
長
期
計
画
と
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施

中
期
計
画
も
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
高

市
早
苗
内
閣
が
発
足
し
、
日
本
経
済
強
靱
化

計
画
（
通
称
サ
ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
）
が
提
唱
さ

れ
、
我
が
国
の
経
済
転
換
の
期
待
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

３
月
の
土
地
改
良
法
の
改
正
で
は
、
農
業

生
産
の
基
盤
の
整
備
に
加
え
て
保
全
に
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
明
定
さ
れ
、
土
地

改
良
区
が
市
町
村
等
と
連
携
し
て
い
わ
ゆ
る

水
土
里
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
土
地
改
良
施

設
及
び
末
端
施
設
の
保
全
を
行
う
仕
組
み
を

位
置
付
け
ま
し
た
。

　

４
月
に
策
定
さ
れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
５
年

間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
進
め

る
こ
と
と
し
、「
農
地
・
水
の
確
保
」、「
地

域
計
画
に
基
づ
く
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
」、「
農
地
の
大
区
画
化
」
等
に
関
し

具
体
策
を
位
置
付
け
、
ま
た
、「
食
料
シ
ス
テ

ム
全
体
で
合
理
的
な
費
用
を
考
慮
し
た
価
格

形
成
を
推
進
」
す
る
こ
と
も
位
置
付
け
ま
し

た
。
自
民
党
は
、
基
本
計
画
の
実
施
に
関
し

て
別
枠
予
算
の
確
保
を
求
め
、
私
は
こ
れ
ら

の
事
業
規
模
の
積
算
を
託
さ
れ
、
実
務
的
に

２
・
５
兆
円
の
積
み
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
が

策
定
さ
れ
、「
基
盤
整
備
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
」、「
農
業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保

全
管
理
に
よ
る
持
続
的
な
機
能
確
保
」、「
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
対
応
し
た
防
災
・

減
災
対
策
」
等
に
関
す
る
５
つ
の
目
標
を
設

定
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施
中
期

計
画
が
策
定
さ
れ
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
に
推
進
が
特
に
必
要
と
な
る
施
策
目

標
を
設
定
、
５
年
間
の
事
業
規
模
を
「
お
お

む
ね
20
兆
円
強
程
度
」を
目
途
と
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
で
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

の
防
災
・
減
災
対
策
、
農
業
水
利
施
設
等
の

老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
な
ど
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
総
合
経
済
対
策
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
、
防
災･

減

災･

国
土
強
靱
化
等
を
推
進
し
て
い
く
上
で

必
要
な
対
策
と
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
、
土
地

改
良
関
係
で
は
２
４
３
９
億
円
が
措
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
を
進
め
る
た
め
に
は
土
地

改
良
の
推
進
が
重
要
で
す
。
特
に
農
業
構
造

転
換
集
中
対
策
期
間
の
５
年
間
で
は
別
枠
予

算
も
確
保
し
て
強
力
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
に
執
行
可
能

な
土
地
改
良
予
算
は
、
令
和
７
年
度
補
正

２
４
３
９
億
円
と
令
和
８
年
度
概
算
決
定

４
５
０
４
億
円
の
合
計
６
９
４
２
億
円
（
昨

年
比
４
４
２
億
円
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
ス
ム
ー
ズ
な
執
行
に
対
す
る
貴
連
合

会
に
よ
る
技
術
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
私
は
本
年
も
土
地
改
良
の
推
進

の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
か
ら
の
益
々
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
で

土
地
改
良
事
業
を
強
力
に
推
進

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

参
議
院
議
員　

進　

藤　

金
日
子

謹　

賀　

新　

年

管
理
運
営
体
制
強
化
委
員
会

委

員

長　

榎　

本　

好　

男

（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区
理
事
長
）

副
委
員
長　

大　

滝　

崇　

夫

（
恵
庭
土
地
改
良
区
理
事
長
）

受
益
農
地
管
理
強
化
委
員
会

副
委
員
長　

荒　

木　

俊　

彦

（
オ
ロ
ロ
ン
土
地
改
良
区
理
事
長
）

土
地
改
良
負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会

委

員

長　

本　

間　
　
　

勤

（
道
土
地
連
常
務
理
事
）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
平
素
か
ら
北
海
道
開
発
行
政
の

推
進
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
北
海
道
開
発
局
長
を
拝
命
し

半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
私
と
し
て
は
、
北
海
道
総
合
開
発

計
画
の
第
９
期
計
画
（
以
下
、「
第
９
期
計

画
」）
の
取
組
の
推
進
に
力
を
尽
く
し
た
１

年
で
し
た
。

　

前
職
で
第
９
期
計
画
推
進
の
た
め
の
計
画

推
進
部
会
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
、
有
識
者

の
方
々
と
様
々
な
議
論
を
交
わ
す
中
で
、
改

め
て
北
海
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

も
、
北
海
道
の
安
定
し
た
高
い
食
料
供
給
力

を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
観
光

立
国
を
目
指
す
上
で
も
北
海
道
の
力
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
は
、
北
海
道
に
存
在
す
る
豊
富
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
北
海

道
が
発
展
し
、
さ
ら
に
全
国
に
貢
献
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
北

海
道
の
生
産
空
間
を
し
っ
か
り
維
持
発
展
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
流
や
物
流
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
始
め
と
し

て
、
様
々
な
取
組
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
昨
年
の
ト
ピ
ッ

ク
は
、
昨
年
３
月
の
後
志
自
動
車
道
の
仁
木

Ｉ
Ｃ
〜
余
市
Ｉ
Ｃ
の
開
通
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
開
通
に
よ
り
、
後
志
地
域
と
札
幌

市
、
新
千
歳
空
港
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

の
強
化
が
図
ら
れ
、物
流
強
化
、観
光
振
興
、

救
急
搬
送
の
安
定
性
・
速
達
性
向
上
等
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
東

自
動
車
道
（
以
下
、「
道
東
道
」）
の
阿
寒
Ｉ

Ｃ
〜
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
間
は
令
和
６
年
12
月
に
開

通
し
、
開
通
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
阿
寒
Ｉ
Ｃ
〜
釧
路
西
Ｉ

Ｃ
間
及
び
並
行
す
る
国
道
に
お
け
る
死
傷
事

故
が
約
４
割
減
少
し
た
ほ
か
、
北
海
道
で
初

め
て
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
昨
年
９
月
の

大
雨
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
の
運
休
時
に
は
、
道
東
道

を
利
用
し
た
旅
客
・
貨
物
の
代
替
輸
送
が
行

わ
れ
、
人
流
・
物
流
の
維
持
に
貢
献
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
令
和
５
年
及
び
令
和
６
年
に

函
館
港
・
小
樽
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
対

応
岸
壁
が
完
成
・
供
用
し
、
令
和
７
年
の
両

港
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
回
数
は
過
去
最
高
の

１
０
８
回
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
を
支

え
る
即
戦
力
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、
第
９
期
計
画
を
踏
ま

え
、
社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
拠
点
で
あ
る

「
民
族
共
生
象
徴
空
間
（
ウ
ポ
ポ
イ
）」
は
、

昨
年
７
月
に
開
業
５
周
年
を
迎
え
、
開
業
か

ら
１
６
０
万
人
以
上
の
多
く
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
た
び
地
元
・
北
海

道
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
感
謝
し
て
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
の

間
、「
ウ
ポ
ポ
イ
開
業
５
周
年
特
別
イ
ベ
ン

ト
」が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。北
海
道
開
発

局
と
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
ア
イ
ヌ

文
化
を
体
験
し
、
民
族
共
生
の
理
念
に
共
感

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
協
力
し
て
ウ
ポ
ポ
イ
の
誘
客
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
、
北
海
道
の
開

発
を
通
じ
て
全
国
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
お
り
、
北
海
道
の
強
み

と
価
値
を
糧
に
、
明
治
以
降
の
開
拓
の
歴
史

の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

を
再
び
発
揮
し
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
、

観
光
立
国
の
推
進
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
い
う
我
が
国
の
課

題
解
決
、ひ
い
て
は
我
が
国
の
豊
か
な
経
済
・

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
海
道
の
強
み
と
価
値
を
糧
に

我
が
国
の
豊
か
な
経
済
・
社
会
づ
く
り
に
貢
献

北
海
道
開
発
局
長　

遠　

藤　

達　

哉

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

職
員
部
会

ほ
っ
か
い
ど
う
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の
会

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

部
会
長　

飯　

沼　

誠　

一

（
秩
父
別
土
地
改
良
区
参
事
）

副
部
会
長　

尾　

谷　

純　

司

（
厚
真
町
土
地
改
良
区
参
事
）

　

〃　
　

村　

山　
　
　

尚

（
標
茶
町
農
林
課
長
）

会

長　

森　

井　

久
美
衣

（
新
十
津
川
土
地
改
良
区
総
務
部
次
長
）

副
会
長　

堂　

前　

妃
奈
子

（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
総
務
部
次
長
）
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令
和
８
年
元
旦

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協
会

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す

会

長　

伊　

藤　

浩　

一
（
猿
払
村
長
）

副
会
長　

久　

保　

弘　

志
（
小
清
水
町
長
）

〃
　

山　

口　

将　

悟
（
標
津
町
長
）

理

事　

片　

岡　

春　

雄
（
寿
都
町
長
）

監

事　

齊　

藤　

清　

隆
（
浜
中
町
長
）

〃
　

国　

部　

雅　

人
（
遠
別
町
長
）

（
事
務
局 

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
日
本
型
直
接
支
払
推
進
協
議
会

謹　

賀　

新　

年

会

長　

菊　

地　
　
　

博

（
道
土
地
連
会
長
理
事
）

副
会
長　

川　

畑　

恭　

章

（
北
海
道
農
政
部
活
性
化
支
援
担
当
局
長
）

〃
　

松　

野　
　
　

哲

（
岩

見

沢

市

長
）

監

事　

小　

椋　

茂　

敏

（
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
副
会
長
理
事
）

（
事
務
局 

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

　

新
年
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
海
道
で
は

夏
季
に
高
温
が
続
き
、
少
雨
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
た
一
方
で
、
８
月
に
は
道
北
や
道
南
で

記
録
的
な
大
雨
が
発
生
す
る
な
ど
、
気
象
災

害
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
米
は
高

温
に
よ
る
歩
留
ま
り
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
農
業
者
、
土
地
改
良
区
な
ど
関

係
の
皆
様
に
よ
る
水
管
理
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
前
年
産
並
み
の
品
質
を
確
保
で

き
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
畑
作
地

域
で
は
高
温
、
少
雨
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
か
ん
が
い
施
設
が
整
備
さ
れ
た
地
域

で
は
用
水
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
干
ば
つ
被

害
の
防
止
と
収
量
・
品
質
確
保
に
寄
与
し
て

お
り
、
農
業
水
利
施
設
の
重
要
性
が
あ
ら
た

め
て
認
識
さ
れ
た
年
と
い
え
ま
す
。
加
え

て
、
米
を
は
じ
め
食
料
品
価
格
が
高
騰
し
、

食
料
安
全
保
障
の
確
保
が
国
民
的
な
関
心
事

と
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
昨
年
４
月
に
策
定
さ
れ

た
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
で
、

主
要
穀
物
な
ど
の
主
産
地
と
位
置
づ
け
ら
れ

た
北
海
道
が
今
後
も
食
料
を
安
定
的
に
供
給

し
て
い
く
た
め
、
道
内
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、生
産
性
の
向
上
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
輸
出
の
促
進
な
ど

農
業
の
構
造
転
換
に
待
っ
た
な
し
で
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
９
月
に

新
た
に
策
定
さ
れ
た
土
地
改
良
長
期
計
画
で

は
、
食
料
自
給
力
の
確
保
に
資
す
る
農
業
農

村
整
備
と
し
て
、
５
つ
の
政
策
目
標
を
設
定

し
、
農
業
構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
開
発
局
と
し
て
は
、
国
の
施
策
の

展
開
方
向
を
踏
ま
え
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
効
果
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
農
地
の
大

区
画
化
・
汎
用
化
や
、
国
内
の
需
要
等
を
踏

ま
え
た
麦
・
大
豆
・
野
菜
類
等
の
生
産
拡
大

に
資
す
る
排
水
改
良
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
水
利
施
設
の
適
時

適
切
な
更
新
に
加
え
、
農
業
水
利
施
設
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
の
導
入
、
揚
水
機
場
の

統
廃
合
等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、

維
持
管
理
の
効
率
化
・
高
度
化
な
ど
戦
略
的

な
保
全
管
理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
気

候
変
動
等
に
よ
り
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

災
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
基
幹
的
な
農
業
水

利
施
設
の
更
新
・
長
寿
命
化
・
耐
震
化
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
流
域
治
水
対
策
と

し
て
、
近
年
の
降
雨
の
変
化
に
対
応
し
た
排

水
施
設
の
整
備
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
む

地
域
に
お
け
る
農
地
の
整
備
を
進
め
、
農
村

地
域
の
防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
併

せ
て
、「
わ
が
村
は
美
し
く
‐
北
海
道
」
運
動

を
推
進
し
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
活
動
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

北
海
道
開
発
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
を
下
支

え
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
り
、
本
道
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
の
関
係
者
の
皆

様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
の
計
画
的

な
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

年
と
な
り
、
北
海
道
の
農
業
・
農
村
に
と
っ

て
稔
り
多
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
を
通
じ

本
道
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
寄
与

北
海
道
開
発
局

農
業
水
産
部
長　

武　

井　

一　

郎
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
道
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

５
月
中
旬
以
降
の
高
温
少
雨
の
影
響
に
よ

り
、
て
ん
菜
や
馬
鈴
し
ょ
な
ど
一
部
の
農
作

物
で
減
収
と
な
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
平
年

並
の
出
来
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
生
産
者
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
８
月
以
降
、
道
内
各
地
で
局
地
的

な
大
雨
や
９
月
に
入
り
道
内
で
初
め
て
線
状

降
水
帯
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
影
響
を
改
め
て
実
感
し
た
１
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
国
は
昨
年
４
月
、「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
中
で

北
海
道
は
「
主
要
穀
物
な
ど
の
主
産
地
」

と
し
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化

の
進
行
や
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の

高
ま
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
の

減
少
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
我
が
国
最
大
の
食
料

供
給
地
域
で
あ
る
本
道
へ
の
期
待
と
役
割

は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
米
不
足
や
食
料
品
の
高
騰
な

ど
、
食
や
農
業
に
対
す
る
国
民
の
皆
様
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
道
は
、
昨
年
10
月
、
生
産

者
と
消
費
者
の
距
離
を
縮
め
、
共
感
し
、
応

援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
北
海
道

の
「
食
」
と
「
農
」
を
食
べ
て
・
知
っ
て
・

体
験
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
っ
か
い
ど

う
秋
の
大
収
穫
祭
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。
３
日
間
の
開
催
で
約
５
万
３
千
人
に
ご

来
場
い
た
だ
く
な
ど
、
北
海
道
農
業
の
魅
力

を
多
く
の
方
々
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
道
で
は
、
今
年
度
中
に
「
第
７
期

北
海
道
農
業
・
農
村
振
興
推
進
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
10
年

後
の
将
来
像
を
「
日
本
の
食
を
力
強
く
支
え

る
豊
か
な
農
業
・
農
村
」
と
し
、
こ
の
実
現

に
当
た
っ
て
は
、
本
道
が
我
が
国
の
食
料
安

全
保
障
に
最
大
限
貢
献
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
道
民
の
皆
様
の
理
解
と
共
感
を
得
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

道
と
し
て
は
、
第
７
期
計
画
で
掲
げ
る
将

来
像
の
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
は
も
と
よ
り
、
基
盤
整
備
の
推
進
や
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
加
速
化
、
道
産
農
畜
産

物
の
消
費
拡
大
や
輸
出
の
促
進
、
地
球
温
暖

化
に
対
応
す
る
技
術
開
発
や
普
及
、
本
道
農

業
の
魅
力
発
信
や
農
村
の
振
興
な
ど
、
各
般

の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
本
道
農
業
を

支
え
る
担
い
手
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
り
意

欲
を
も
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
競
馬
フ
ァ
ン
並
び
に

関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、

過
去
最
高
の
発
売
額
と
な
る
５
７
３
億
円
を

記
録
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
競
馬
フ
ァ
ン

の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
を

目
指
し
、
競
馬
事
業
の
一
層
の
安
定
と
馬
産

地
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
、
ま

た
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

基
盤
整
備
の
推
進
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
加
速
化
な
ど

 　
　
　
　
　
　
　

各
般
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

北
海
道
農
政
部
長　

鈴　

木　

賢　

一

令
和
８
年
元
旦

北
海
道
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

事 

務 

局

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す

参
事
兼
総
務
企
画
部
長　

眞　

鍋　
　
　

篤

技
術
長
兼
技
術
部
長　

平　

田　

孝　

祐

指

導

監　

小　

松　

淳　

一

技

術

監　

中　

山　

篤　

史

〈
総
務
企
画
部
〉

審

議

役　

玉　

山　

幸　

男

総

務

課

長　

田　

村　

宏　

幸

企
画
指
導
課
長　

八
百
川　

朋　

世

〈
技
術
部
〉

次
長
兼
農
地
・
施
設
管
理
支
援
課
長　

橋　

本　

英　

樹

審
議
役
兼
換
地
支
援
課
長　

篠　

田　
　
　

悟

地
域
支
援
課
長　

新　

谷　

利　

治

〈
事
業
部
〉

部
長
兼
事
業
管
理
課
長　

正　

木　

直　

人

審
議
役
兼
岩
見
沢
事
務
所
長　

新　

居　

秀　

樹

積
算
支
援
課
長　

小　

川　

博　

基

道
央
事
務
所
長　

地　

崎　

哲　

志

道
北
事
務
所
長　

保　

田　

知　

巳

道
東
事
務
所
長　

石　

川　

伸　

治

オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
長　

作　

山　
　
　

剛

 

ほ
か
職
員
一
同
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本
会
は
12
月
17
日
、
第
３
回
理
事
会
を
本

会
会
議
室
で
開
き
、
十
勝
支
部
長
の
任
命
や

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
ほ

か
、
令
和
７
年
度
事
業
の
実
施
状
況
や
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
進
を
求
め
る
要
請
行

動
、
定
期
監
査
の
結
果
等
を
報
告
し
た
。

　

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
は
挨
拶
に
立
ち
、
全

国
大
会
で
表
彰
を
受
け
た
受
賞
者
に
祝
意
を

述
べ
た
の
ち
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
に
つ

い
て
、「
国
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
５
年

間
を
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
位
置

付
け
、
農
地
の
大
区
画
化
な
ど
を
加
速
的
に

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
昨
日
成
立
し

た
７
年
度
補
正
予
算
で
は
、
こ
れ
ら
に
関
す

る
予
算
を
含
め
、
昨
年
度
の
補
正
を
上
回
る

予
算
が
農
業
農
村
整
備
に
措
置
さ
れ
た
。
役

員
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
道
農
村
設
計
課
の
菅
原

央
主
幹
お
よ
び
道
農
地
整
備
課
の
成
澤
和
宏

課
長
補
佐
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
係
る

令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
の
概
要
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
た
。

　

報
告
事
項
で
、
伊
藤
修
二
総
括
監
事
は
、

令
和
７
年
10
月
末
現
在
の
各
事
業
と
予
算
の

執
行
状
況
を
対
象
と
し
た
第
２
回
定
期
監
査

の
結
果
に
つい
て
、「
計
画
ど
お
り
に
事
業
が
実

施
さ
れ
、
安
定
し
た
財
務
運
営
が
図
ら
れ
て

い
る
」と
講
評
し
た
ほ
か
、藤
田
二
専
務
か
ら
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
要

請
行
動
に
つい
て
そ
の
詳
細
を
説
明
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
十
勝
支
部
長
に
飯
田
晴

義
理
事
（
幕
別
町
長
）
の
任
命
を
承
認
し
た

ほ
か
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
業
農
村
整
備

推
進
委
員
会
の
委
員
に
十
勝
支
部
の
湯
浅
真

希
氏
（
新
得
町
長
）
を
任
命
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
か
ら
５
か
年
の

本
会
第
９
次
中
期
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
中
間
点
検

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

取
組
の
内
容
な
ど
を
審
査
。
ま
た
、
無
利
子

資
金
の
貸
付
を
行
う
水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
等
支
援
事
業
の
借
入
限
度
額
の
超

過
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
１
地
区
に
つ

い
て
、借
入
計
画
や
償
還
計
画
等
を
審
査
し
、

こ
れ
ら
を
承
認
し
た
。

　

当
委
員
会
の
審
査
を
踏
ま
え
今
後
、
道
へ

の
計
画
承
認
申
請
、
全
土
連
へ
の
認
定
協
議

を
行
う
。

　

委
員
長
以
外
の
委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

　

▽
伊
藤
久
司
（
道
開
発
局
農
業
水
産
部
農

業
整
備
課
長
）
▽
高
山
洋
人
（
道
農
政
部
農

村
振
興
局
農
業
施
設
管
理
課
長
）
▽
乾
泰
司

（
道
農
業
会
議
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
）
▽

若
山
孝
男
（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

札
幌
支
店
農
林
水
産
事
業
統
括
）
▽
片
田
英

隆
（
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
Ｊ
Ａ
支
援
部

長
）
▽
村
本
隆
浩
（
道
信
用
農
業
協
同
組
合

連
合
会
農
業
融
資
部
長
）
▽
眞
鍋
篤
（
本
会

参
事
）

　

本
会
は
11
月
18
日
、
農
家
負
担
金
軽
減
支

援
対
策
事
業
の
計
画
を
審
査
す
る
土
地
改
良

負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会
（
委
員
長
＝

本
間
勤
常
務
）
を
本
会
会
議
室
で
開
催
。
令

和
７
年
度
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
域
生
産

基
盤
保
全
強
化
支
援
事
業
（
利
子
助
成
）
の

新
規
計
画
19
地
区
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
等
支
援
事
業
（
無
利
子
資
金
）
変

更
計
画
１
地
区
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
内
容

等
を
審
査
し
、
承
認
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
土
地
改
良
事
業
の
地
元
負

担
に
係
る
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
対
し

て
、
そ
の
償
還
利
息
の
６
分
の
５
を
助
成
す

る
地
域
生
産
基
盤
保
全
強
化
支
援
事
業
の
新

規
計
画
地
区
と
し
て
、
北
海
土
地
改
良
区
の

二
幹
川
第
３
地
区
（
道
営
水
利
施
設
等
保
全

高
度
化
事
業
）
を
は
じ
め
道
内
土
地
改
良
区

が
所
管
す
る
19
地
区
に
つ
い
て
、
対
象
と
な

る
土
地
改
良
事
業
の
概
要
や
借
入
金
の
償
還

計
画
と
助
成
金
交
付
計
画
、
事
業
要
件
と
な

る
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
向
上
計
画
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
等
に
資
す
る

      12月17日に開いた第３回理事会

土地改良負担金対策事業審査委員会

地
域
生
産
基
盤
保
全
強
化
支
援
事
業
の

新
規
計
画
な
ど
承
認

土
地
改
良
負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会

今
年
度
新
た
に
創
設
さ
れ
た

令
和
７
年
度
事
業「
計
画
ど
お
り
の
実
施
状
況
」を
確
認

十
勝
支
部
長
に
飯
田
理
事（
幕
別
町
長
）を
任
命

第
３
回
理
事
会
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本
会
は
10
月
28
日
・
29
日
と
11
月
13
日
に

代
表
者
が
上
京
し
、
令
和
8
年
度
国
費
予
算

概
算
決
定
に
向
け
て
、財
務
省
、農
水
省
、国

交
省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
へ
の
要
請
を
実

施
。
農
業
農
村
整
備
事
業
等
の
着
実
な
推
進

に
必
要
な
予
算
総
額
の
確
保
や
、
現
場
の
実

情
を
踏
ま
え
た
水
田
政
策
の
見
直
し
な
ど
を

求
め
た
。ま
た
、要
請
と
あ
わ
せ
て
、農
地
の

大
区
画
化
な
ど
に
よ
り
農
作
業
の
省
力
化
を

実
現
し
た
事
例
等
を
動
画
な
ど
で
紹
介
し
、

土
地
改
良
事
業
の
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
等
の
推
進
に
必
要
な

予
算
総
額
の
確
保
等
を
要
請

令
和
８
年
度
国
費
予
算
で

関
係
省
庁
、
道
選
出
国
会
議
員
等
に

　

要
請
に
は
、
菊
地
博
会
長
を
は
じ
め
、
德

永
哲
雄
副
会
長
（
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
委
員
長
）、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会

副
委
員
長
ら
が
参
加
し
、
道
農
政
部
の
槙
研

一
技
監
が
同
行
。「
新
た
な
基
本
計
画
の
実

効
性
を
確
保
し
、
地
域
の
要
望
に
即
し
た
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
等
を
推
進
す
る
た
め
、

十
分
な
予
算
総
額
の
確
保
や
事
業
制
度
の
充

実
」
を
訴
え
、
①
農
業
の
構
造
転
換
の
推
進

等
に
資
す
る
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算

の
確
保
②
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
た
事
業
・
支
援
制
度
の
充
実
③
農

業
水
利
施
設
の
適
切
な
保
全
管
理
に
資
す
る

支
援
制
度
の
充
実
④
多
面
的
機
能
支
払
な
ど

の
制
度
の
充
実
と
必
要
な
予
算
の
確
保
⑤
現

場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
水
田
政
策
の
見
直
し

を
求
め
た
。

　

財
務
省
で
は
、
高
橋
は
る
み
大
臣
政
務
官

に
要
請
。
高
橋
政
務
官
は
「
農
業
の
生
産
基

盤
整
備
は
、
生
産
性
の
向
上
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
推
進
す
る
上
で
大
変
重
要
な
事
業
。
専

業
性
の
高
い
北
海
道
農
業
が
日
本
全
体
の
農

業
自
給
率
の
向
上
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る

現
状
を
理
解
し
、
政
府
と
し
て
も
対
応
し
て

い
く
」
と
応
え
た
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
省
で
は
、
広
瀬
建
大
臣

政
務
官
、
松
本
平
農
村
振
興
局
長
に
要
請
。

広
瀬
政
務
官
は
「
北
海
道
で
土
地
改
良
事
業

の
成
果
が
良
い
事
例
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

は
、
今
後
の
日
本
の
食
を
考
え
る
上
で
重
要

で
あ
る
た
め
、
予
算
確
保
に
努
め
る
。
ま

た
、
地
域
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
柔
軟

性
を
持
っ
た
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、
松
本
局
長
は
「
計
画
的
な
事
業
の
推

進
の
た
め
に
は
必
要
な
予
算
額
の
確
保
が
基

本
。
ま
た
、
地
域
の
自
己
負
担
軽
減
に
つ
い

て
も
、
地
域
の
実
情
を
聞
き
な
が
ら
改
善
し

て
い
く
」
と
応
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
で
は
石
川
伸
北

海
道
局
長
、
富
山
英
範
官
房
審
議
官
ら
と
面

談
し
、
必
要
な
予
算
の
確
保
等
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
道
選
出
国
会
議
員
等
へ
の
要
請

で
、
武
部
新
衆
議
院
議
員
は
「
北
海
道
農
業

が
安
心
し
て
存
続
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目

指
す
。
ま
た
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
自
民
党

内
で
取
り
ま
と
め
、
12
月
中
の
成
立
を
目
指

す
」、
進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
は
「
農
業

構
造
改
革
集
中
対
策
期
間
の
別
枠
予
算
確
保

を
明
記
し
、補
正
予
算
を
編
成
中
。
加
え
て
、

事
業
繰
越
の
柔
軟
化
や
手
続
き
の
簡
素
化
な

ど
を
自
民
党
か
ら
財
務
省
、
総
務
省
へ
要
請

し
て
い
る
」
な
ど
と
応
え
、
要
請
内
容
に
対

す
る
理
解
を
得
た
。

高橋財務大臣政務官へ要請

武部衆議院議員へ要請 松本農村振興局長へ要請

広瀬農林水産大臣政務官へ要請
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　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気象や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地改良の
積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の安定供給や国
土の保全などに重要な役割を担ってきました。
　このことは、農業生産基盤の整備を継続的に実施することができた成果であり、これまでの格別のご支援に感謝
申し上げます。

　一方で、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料需給の変動、地球
温暖化の進行など、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しています。
　このような中、国は新たな食料・農業・農村基本計画を策定し、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推し進
め、食料安全保障の確保や農業の持続的発展を図ることとしています。

　大規模で専業的な農業が展開され、新たな基本計画において我が国の主要穀物などの主産地と位置付けられてい
る本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢献していくためには、飛躍的な生産性の
向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、農村地域の防災・減災を進めていく
必要があり、その礎となる農業農村整備事業の着実な推進が不可欠です。

　つきましては、新たな基本計画の実効性を確保し、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進するため、
十分な予算総額の確保や事業制度の充実を要請します。

記

Ⅰ　農業農村整備事業等の着実な推進
　１．農業の構造転換の推進等に資する農業農村整備事業関係予算の確保
　　　○ 　食料・農業・農村基本計画で示された目標の実現に向けて、農業農村整備事業を計画的かつ着実に推進

できるよう、当初予算をはじめ必要な予算総額を確保すること
　　　○ 　特に、農業構造転換集中対策期間において、「農地の大区画化」などを加速的に実施するため、既存予算

とは別枠での十分な予算を確保するとともに、食料安全保障対策、TPP等対策、防災・減災、国土強靭化
対策についても必要な予算を確保すること

　　　○ 　併せて、円滑かつ着実な事業の執行により事業効果の早期発現を図るため、農家負担や地方負担の軽減
を図ること

　２．新たな土地改良長期計画などを踏まえた事業・支援制度の充実
　　　○ 　新たな土地改良長期計画や国土強靭化実施中期計画などを踏まえ、国内農業の生産力・競争力の更なる強

化や、農業・農村の防災・減災対策の着実な推進を図るため、関連する事業・支援制度の充実を図ること
　３．農業水利施設の適切な保全管理に資する支援制度の充実
　　　○ 　農業水利施設の適切な保全管理に向けて、ＩＣＴ等を活用した管理の省力化・高度化などを推進すると

ともに、施設の突発事故を防止するため、機能保全対策の充実を図ること
　４．多面的機能支払などの制度の充実と必要な予算の確保
　　　○ 　農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維持できるよ

う、多面的機能支払や中山間地域等直接支払制度の充実を図るとともに、必要な予算を確保すること

Ⅱ　現場の実情を踏まえた水田政策の見直し
　　　 ○ 　水田政策の見直しにあたっては、地域の農業に大きな影響を及ぼす可能性があることから、本道の水田

農業関係者への情報提供を丁寧に行うなどし、現場の実情を踏まえた制度となるよう検討すること

　令和７年10月
北海道土地改良事業団体連合会　　
　　　会長理事　菊　地　　博　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書

  ※要請書のほか、動画などを用いて農業農村整備
  　事業の効果を説明。（動画は右QRコード参照）
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い
う
考
え
方
の
も
と
、
農
林
水
産
省
と
し
て

も
、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
に
お
い

て
、
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

や
土
地
改
良
長
期
計
画
に
基
づ
き
、
農
地
の

大
区
画
化
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
き
め
細
か
な
整
備

を
実
施
し
、
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
農
業
農
村
整
備
関
連
予

算
に
つ
い
て
「
今
年
度
６
５
０
０
億
円
を
確

保
し
た
が
、
農
業
の
構
造
転
換
等
を
よ
り
一

層
進
め
る
た
め
に
、
先
日
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
強
い
経
済
を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
」

に
も
、
農
業
の
生
産
基
盤
の
強
化
等
に
関
す

る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
令
和
８
年
度
も
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
補
正
予
算
の
確
保
や
別
枠

予
算
を
含
め
た
更
な
る
増
額
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
む
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会

会
長
会
議
顧
問
の
進

藤
金
日
子
参
議
院
議

員
は
、
祝
辞
の
中

で
、「
農
村
を
回
り
10
年
目
に
な
る
が
、

年
々
、
地
域
の
力
が
衰
え
て
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。
今
年
の
夏
の
渇
水
を
見

て
も
、
水
利
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
と
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
差
は
歴
然
。

基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
今
後
の

農
業
農
村
の
振
興
を
図
る
う
え
で
極
め
て
重

要
な
基
本
的
な
要
素
と
思
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、「
闘
う
土
地
改
良
と
言
っ
て
二
階
会
長

が
陣
頭
に
立
っ
て
も
う
11
年
目
。
闘
う
土
地

　

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
（
会
長

＝
二
階
俊
博
）は
11
月
26
日
、東
京
都
千
代
田

区
の
砂
防
会
館
別
館
で
「
農
業
農
村
整
備
の

集
い
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産
省
か
ら
鈴
木

憲
和
大
臣
、山
下
雄
平
副
大
臣
、広
瀬
建
大
臣

政
務
官
、山
本
啓
介
大
臣
政
務
官
を
は
じ
め
、

松
本
平
農
村
振
興
局
長
、
青
山
健
治
同
局
次

長
ら
幹
部
が
出
席
。ま
た
、多
数
の
国
会
議
員

の
臨
席
を
得
て
、全
国
か
ら
約
１
２
０
０
名
、

う
ち
北
海
道
か
ら
１
２
０
名
が
参
加
。食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
や
土
地
改
良
長
期
計

画
に
基
づ
き
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構
造
転

換
を
集
中
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
土

強
靭
化
実
施
中
期
計
画
に
基
づ
い
た
取
組
を

一
層
推
し
進
め
る
た
め
の
当
初
及
び
補
正
予

算
と
別
枠
を
含
め
た
必
要
な
予
算
の
確
保
な

ど
、
８
項
目
か
ら
な
る
要
請
書
を
全
会
一
致

で
採
択
し
、
総
意
を
結
集
し
た
。

　

集
い
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
全
国
水
土

里
ネ
ッ
ト
の
二
階
会

長
は
、
国
会
議
員
等

の
臨
席
に
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
食
料
安

全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
農
業
の
構

造
転
換
を
集
中
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
述
べ
、「
既
存
の
土
地
改
良
予
算
に

加
え
、
農
地
の
大
区
画
化
や
水
利
施
設
の
整

備
、
中
山
間
地
域
対
策
を
進
め
る
た
め
の
別

枠
予
算
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
、
我
々
土

地
改
良
団
体
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

臨
席
し
た
鈴
木
農

林
水
産
大
臣
は
、
祝

辞
の
中
で
、「
農
を

支
え
る
土
地
改
良
は

国
の
基
そ
の
も
の
と

農業農村整備予算の確保に向けて、総意を結集した
農業農村整備の集い

改
良
は
ま
だ
続
い
て
い
く
。
皆
さ
ん
一
致
団

結
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
力
強
く
呼
び

か
け
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
城
内
実
日
本
成
長
戦
略
担
当

大
臣
、
自
民
党
食
料
安
全
保
障
強
化
対
策
本

部
長
の
森
山
裕
議
員
、
総
合
農
林
政
策
調
査

会
長
の
宮
下
一
郎
議
員
が
挨
拶
に
立
ち
、
地

域
が
必
要
と
す
る
土
地
改
良
予
算
の
確
保
に

向
け
た
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
年
度
、
全
国
土
地
改
良
大
会

を
開
催
す
る
奈
良
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
の
菅
谷
義
寛
常
務
理
事
が
、
令
和
７
年

度
補
正
予
算
及
び
令
和
８
年
度
当
初
予
算
に

お
け
る
必
要
な
予
算
の
確
保
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
要
請
書
案
を
読
み
上
げ
、
こ
れ
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。

　

最
後
に
、
奈
良
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
の
上
田
美
加
子
理
事
は
、〝
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
〞
を
声
高
ら
か
に
発
声
。
予
算
確
保

へ
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

集
い
で
採
択
し
た
要
請
書
は
次
の
と
お
り
。

農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
国
会
議
員
が
臨
席

全
国
か
ら
約
１
２
０
０
名
の
土
地
改
良
関
係
者
が
総
意
結
集

令
和
８
年
度
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
へ

『
農
業
農
村
整
備
の
集
い
』

ガンバロウ三唱を唱和する本会関係者



　現在、国際社会は、地球規模の異常気象、ロシアのウクライナ侵略、世界的な物価高騰など、様々な問題に直面して
いる。また、我が国の農業・農村も、農業者の高齢化や減少により、営農の継続やそれを支える農地及び農業用水の保
全管理が困難になるなど、様々な問題に直面している。
　これらの国内外の様々な問題に対応していくため、令和６年に食料・農業・農村基本法が改正され、これを受けて、
令和７年に土地改良関係者の意見が反映された土地改良法の改正が行われた。そして、新たな食料・農業・農村基本計
画やこれを踏まえた新たな土地改良長期計画が閣議決定され、農業の構造転換を５年間で集中的に実施することとなった。
　また、令和５年の改正国土強靱化基本法に基づき、第１次国土強靱化実施中期計画が閣議決定され、国土強靱化をよ
り一層推し進めることとなった。
　土地改良に関しては、これまでもその時々の状況に対応して制度見直し等を行いつつ、農地の大区画化や汎用化・畑
地化等の整備とその集積・集約化、スマート農業の展開に向けた基盤整備、農業水利施設等の維持・更新、洪水被害防
止対策やため池の耐震化等の農村地域の防災・減災対策などを進めてきた。今般の土地改良法の改正は、人口減少が進
む農村において、競争力のある農業を支える生産基盤を守るために欠かせないものであり、水土里ネットの役割は、食
料安全保障の強化や国土強靱化、中山間地域の活性化に向け、より一層重要になってくる。
　このような状況の中、水土里ネットには、食料の安全保障の確保や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、先人
達のたゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を健全な状態で次世代に継承していく責務
がある。また、地震や豪雨など頻発する災害によって、国民の生命と財産が脅かされている中、農村地域の防災・減災
対策等の国土強靱化を継続的に推進していくことが求められている。さらには、昨今の渇水・高温や米価高騰により、
農業に対する国民の関心が一層高まっている。これらを踏まえ、水土里ネットは、改正土地改良法の趣旨を十分理解し、
技術、経験など持てる能力を最大限に発揮すべく、男女共同参画を推進しつつ、引き続きその体制強化を図り、農業・
農村を支える役割の中心的な存在となることを改めて決意し、取り組んでいく。
　土地改良関係予算については、「闘う土地改良」の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、令和６年度補正予算、
令和７年度当初予算を合わせて、昨年度を上回る6,500億円を確保することができた。水土里ネットは、この予算を活用し、
農業・農村の発展に向け、積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　全国の水土里ネットは、培ってきた経験と技術を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、一致団結して、次の事
項の実現を図ることを国に要請する。

記

一 　食料・農業・農村基本計画や土地改良長期計画に基づき初動５年間で農業の構造転換を集中的に実施するとともに、
国土強靱化実施中期計画に基づいた取組を一層推し進めるため、農業・農村を支え、守り、我が国の食料安全保障の確
保に欠かせない土地改良事業をスピード感を持って推進できるよう、当初及び補正予算とあらゆる機会において、別枠
を含めた必要な予算をしっかりと確保すること。その際、地方公共団体の負担軽減のための一層の支援策を講じること。
二 　土地改良法の改正を受けて、制度の趣旨及び内容の十分な浸透を図ること。また、水土里ビジョンの作成を始めと
する農地・農業用水等の地域資源を次世代につなごうとする土地改良区や土地改良事業団体連合会、市町村等の取組
への支援や地方財政措置の充実を図ること。
三 　国内の農業生産の増大と食料自給力の確保のため、地域計画に基づく担い手への農地の集積・集約化、高収益作物
の生産拡大、麦・大豆等の本作化、スマート農業の導入やほ場周りの管理の省力化を促し生産性向上に資する大区画化、
中山間地域におけるきめ細かな整備等の農地整備と情報通信環境の整備を推進すること。
四 　大規模災害からの復旧・復興や再度災害防止の取組を早急に進めるとともに、農地復旧についての農家負担の軽減
に配慮すること。併せて、農村地域の国土強靱化のため、基幹から末端に至るまでの農業水利施設の更新・長寿命化や、
豪雨・地震対策等を推進すること。
五 　自然的、社会的、経済的な情勢変化を踏まえ、高い公共性・公益性を有し、食料の安全保障の確保に貢献している
土地改良施設の維持管理に対する支援を充実させること。
六 　農村地域を支えている多面的機能支払や中山間地域等直接支払について、活動組織の体制強化や支援範囲の拡大等
を図るため、更なる制度の拡充及び必要な予算の確保を行うこと。
七 　ICT、AI 等を活用して、土地改良施設の管理の省力化・高度化等を図る取組を推進するとともに、中小規模の土地
改良区を対象とした合併など、食料安全保障を支える土地改良区の運営基盤強化に対する支援を推進すること。
八 　上記事項の推進に当たり、発注体制や施工業者の受注環境の整備等の事業の執行体制の充実を図るとともに、水土
里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう配慮すること。

　　　　　令和７年11月26日
全国土地改良事業団体連合会、都道府県土地改良事業団体連合会

要　　　請　　　書
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政
府
は
12
月
16
日
に
令
和
７
年
度
補
正
予

算
を
成
立
、
12
月
26
日
に
令
和
８
年
度
当
初

政
府
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
、
昨
年
度
を
上

回
る
予
算
を
確
保
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

当
初
と
補
正
を
合
わ
せ
た
８
年
度
執
行
ベ
ー

ス
は
、
６
９
４
２
億
円
と
な
る
見
込
み
。

　

８
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
当
初
予
算
は

３
３
６
５
億
円
で
対
前
年
比
は
１
０
１
・
０
％
、

こ
れ
に
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
等
の

関
連
対
策
を
合
わ
せ
た
農
業
農
村
整
備
事

業
関
係
予
算
と
し
て
、
前
年
度
当
初
予
算

比
40
億
円
増
の
４
５
０
４
億
円
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
の
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
は
、

直
轄
と
補
助
を
合
わ
せ
た
８
年
度
当
初
予
算

と
し
て
８
０
８
億
円
、対
前
年
比
１
０
１
・
３
％

と
な
り
、７
年
度
の
補
正
予
算
５
６
３
億
円
を

合
わ
せ
た
８
年
度
執
行
ベ
ー
ス
は
、１
３
７
０

億
円
、対
前
年
比
１
０
３・４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
（
農

業
農
村
整
備
分
）
や
非
公
共
事
業
予
算
の
北

海
道
へ
の
配
分
額
は
未
定
の
た
め
、
今
後
更

に
上
乗
せ
が
見
込
ま
れ
る
。

国
土
強
靭
化
等
を
図
る
た
め
、

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
・
保
全
を
推
進

　

８
年
度
農
林
水
産
予
算
に
お
い
て
、
農

業
農
村
整
備
事
業
は
、①
ス
マ
ー
ト
農
業
、

国
内
の
需
要
等
を
踏
ま
え
た
生
産
に
対
応

し
た
基
盤
整
備
で
、
農
地
の
大
区
画
化
等

の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ほ

場
周
り
の
草
刈
り
・
水
管
理
等
の
管
理
作

業
の
省
力
化
に
資
す
る
整
備
、
水
田
の
汎

用
化
・
畑
地
化
や
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設

の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
②
農
業
水
利
施

設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
で
は
、
施
設
の

計
画
的
な
更
新
、緊
急
的
な
施
設
の
補
強
、

施
設
の
集
約
・
再
編
や
ポ
ン
プ
等
の
省
エ

ネ
化
、
小
水
力
発
電
等
の
再
エ
ネ
利
用
、

操
作
・
運
転
の
省
力
化
・
自
動
化
の
た
め

令
和
８
年
度
北
海
道
農
業
農
村
整
備
事
業
国
費
予
算

７
年
度
補
正
と
８
年
度
当
初
で

昨
年
度
を
上
回
る
予
算
を
確
保

令和８年度農業農村整備事業関係予算　概算決定額
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政
府
は
11
月
３
日
付
で
、
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
。
こ
の
中
で
、

土
地
改
良
事
業
功
労
で
前
・
永
山
土
地
改
良
区
理
事
長
の
大
西
秀
雄
氏
が
旭
日
単
光

章
の
栄
に
浴
し
た
。

大
西
氏
は
、
昭
和
62
年
よ
り
地
域
組
合
員
の
強
い
推
挙
を
受
け

て
永
山
土
地
改
良
区
理
事
に
就
任
。
そ
の
後
、
平
成
15
年
に
副
理

事
長
、
23
年
か
ら
は
理
事
長
と
し
て
、
農
業
情
勢
が
一
層
厳
し
さ

を
増
す
中
、
優
れ
た
識
見
と
指
導
力
、
行
動
力
を
発
揮
し
、
地
域

農
業
の
将
来
像
を
常
に
見
据
え
、
諸
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、

土
地
改
良
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
適
正
な
土
地
改
良
区
運
営
に
尽
力
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
よ
り
、
同
一
水
系
に
あ
る
当
麻
土
地
改
良
区
と
組
織
す
る
大
雪
土
地
改

良
区
連
合
理
事
、
24
年
か
ら
は
副
理
事
長
と
し
て
、
広
域
的
な
受
益
地
を
有
す
る
土
地
改
良

施
設
の
適
正
な
管
理
に
尽
力
し
、
広
く
地
域
農
業
の
安
定
と
発
展
に
寄
与
し
た
。
こ
れ
ら
の

功
績
に
よ
り
、
今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。

　

本
会
と
の
関
わ
り
で
は
、
平
成
31
年
か
ら
、
上
川
支
部
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
土
地
改

良
区
の
み
な
ら
ず
上
川
管
内
全
体
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

秋の叙勲
前
・
永
山
土
地
改
良
区
理
事
長

大
西
秀
雄
氏
が

土
地
改
良
事
業
功
労
で
旭
日
単
光
章
を
受
章

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ほ
場
周
り
の
水
路
等
に
つ
い
て
は
、
水
路

の
管
路
化
、
自
動
給
水
栓
の
導
入
等
に
よ

り
管
理
作
業
の
省
力
化
を
推
進
。
ま
た
、

土
地
改
良
区
等
に
よ
る
適
切
な
施
設
管
理

を
推
進
す
る
。
③
農
業
・
農
村
の
強
靭
化

に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
防
災

重
点
用
た
め
池
の
防
災
工
事
・
農
業
水
利

施
設
の
長
寿
命
化
・
耐
震
化
、
こ
れ
ら
の

農
業
水
利
施
設
や
農
地
を
活
用
し
た
流
域

治
水
の
取
組
を
推
進
。
ま
た
、
農
業
集
落

排
水
施
設
、農
道
等
の
強
靭
化
を
推
進
す
る
。

国
営
事
業
新
規
２
地
区
で
着
手

　

８
年
度
国
営
事
業
の
北
海
道
に
お
け
る
新

規
着
手
地
区
で
は
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
１

地
区
と
国
営
農
用
地
再
編
整
備
１
地
区
が
採

択
さ
れ
、
ま
た
、
全
体
実
施
設
計
着
手
１
地

区
と
調
査
着
手
２
地
区
が
採
択
さ
れ
た
。

■
事
業
着
手
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
１
地
区

▽
美
瑛
川
下
流
＝
旭
川
市

【
国
営
農
用
地
再
編
整
備
】
１
地
区

▽
富
良
野
南
富
＝
富
良
野
市
、
南

富
良
野
町

■
全
体
実
施
設
計
着
手
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
１
地
区

▽
札
内
川
流
域
＝
帯
広
市
、
中
札

内
村
、
更
別
村
、
幕
別
町

■
調
査
着
手
地
区

【
国
営
か
ん
が
い
排
水
】
１
地
区

▽
士
幌
共
励
＝
音
更
町
、
士
幌
町
、

上
士
幌
町

【
国
営
農
用
地
再
編
整
備
】
１
地
区

▽
浜
中
＝
浜
中
町

【全国】農業農村整備事業関係予算（国費）の推移
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全土連HP「未来へつなごう！ふるさとの水
み

土
ど

里
り

子ども絵画展」https://www.inakajin.or.jp/works/pr/kids-art

道内で応募に協力していただいた小学校等
札幌市立幌北小学校、上富良野町立上富良野小学校、富良野市立扇山小学校、
浦河町立荻伏小学校、　浦河町立浦河東部小学校、旭川市立東鷹栖保育所

「未来へつなごう！ふるさとの水
み

土
ど

里
り

子ども絵画展」 道内受賞作品
「未来へつなごう！ふるさとの水土里子ども絵画展」は全土連が主催し、
全国から2,625点（うち北海道から111点）の応募がありました。

水土里ネット大雪理事長賞　受賞作品
「田んぼとおにぎり」
旭川市立東鷹栖保育所

未就学　多田　名菜花さん

水土里ネットしのつ中央理事長賞 受賞作品
「１つ１つ丁寧に」
札幌市立幌北小学校

５年　菅原　杏咲さん

水土里ネットふらの理事長賞 受賞作品
「田んぼの絵」

上富良野町立上富良野小学校

２年　榎本　祥太朗さん

水土里ネットうらかわ理事長賞 受賞作品
「転びそうになった私」

浦河町立荻伏小学校

５年　古森　柚月さん



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c30443001753b50cf89e350cf5ea6304c00200031003500300064007000690020306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200034002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD <>
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




